
⑮ 2 0 1 0 年 6 月 1 6 日 経 済 主 義 的 思 考 を 超 え ら れ る か  

                             

社 会 的 再 生 産 の 視 点 に 転 換  

 

２ ０ ０ ８ 年 秋 の ア メ リ カ 発 の 世 界 金 融 危 機 に よ っ て 、

社 会 や 普 通 の 人 々 の 暮 ら し に 大 き な 負 荷 を か け な が ら 暴

走 し て き た 市 場 原 理 主 義（ 新 自 由 主 義 ）の 限 界 が 露 呈 し 、

新 自 由 主 義 を 超 え る 経 済 や 社 会 の あ り 方 と 新 し い 制 度 設

計 が 求 め ら れ て い る 。  

 

経 済 決 定 論 の 支 配  

 

し か し 、 ギ リ シ ャ の 財 政 危 機 に 端 を 発 し た Ｅ Ｕ に お け

る 通 貨 危 機 や 金 融 不 安 に み ら れ る よ う に 、 各 国 政 府 や Ｉ

Ｍ Ｆ な ど の 世 界 的 機 関 、 新 聞 や テ レ ビ な ど の マ ス コ ミ は

相 変 わ ら ず い か に 市 場 経 済 の 変 化 に う ま く 適 応 す る か 、

市 場 の 声 に い か に 敏 感 で あ る か 、と い う 視 点 か ら 動 い て 、

社 会 の 声 や 普 通 の 人 々 の 暮 ら し に 鈍 感 で あ る 。 財 政 健 全

化 の た め の 大 幅 増 税 や 公 務 員 の 賃 金 削 減 に 抗 議 し た 、 ギ

リ シ ャ の 国 民 の 多 数 が 参 加 し た ス ト ラ イ キ を 、 多 く の マ

ス コ ミ 報 道 は 市 場 経 済 を 混 乱 さ せ る 振 る 舞 い だ 、 自 国 の

経 済 水 準 に 見 合 う 生 活 を す べ き だ 、 と い っ た ニ ュ ア ン ス

で し か 伝 え て い な い 。 日 本 を 含 む 先 進 経 済 諸 国 は 政 策 対

応 に お い て も 福 祉 国 家 の 将 来 像 の 設 計 に お い て も 経 済 主

義 的 思 考 か ら 抜 け 出 る こ と が で き ず 、 経 済 決 定 論 に よ っ

て 支 配 さ れ て い る 。  

と は い え 、 経 済 決 定 論 を 相 対 化 す る よ う な 、 新 し い 発

想 や 制 度 構 築 が ま だ 細 い 流 れ で あ る が 形 成 さ れ 動 き 出 し

て い る 。 時 間 主 権 、 定 常 社 会 （ ゼ ロ 成 長 社 会 ）、 ベ イ シ ッ

ク ・ イ ン カ ム （ 基 本 所 得 保 障 制 度 ） な ど が そ う だ 。  

時 間 主 権 と は ド イ ツ の 労 働 運 動 か ら 生 ま れ た 発 想 で あ

っ て 、 働 く 人 は 企 業 か ら 労 働 力 と し て 一 方 的 に 時 間 の 使

い 方 を 拘 束 さ れ る 制 約 か ら 解 放 さ れ て 、 個 々 人 の ラ イ フ

サ イ ク ル の ス テ ー ジ に 応 じ て 主 体 的 に 労 働 時 間 、 子 育 て

と 介 護 の 時 間（ 家 庭 生 活 ）、教 育 と 技 能 向 上 の た め の 時 間

等 を 選 択 的 に 組 み 合 わ せ る 権 利 を も つ べ き で あ る 、 と い

う 考 え 方 で あ る 。  

定 常 型 社 会 は 、 日 本 で は と く に 広 井 良 典 氏 に よ っ て 提

唱 さ れ て い る 考 え 方 で 、 消 費 の あ り 方 を モ ノ （ ク ル マ や

電 化 製 品 な ど の 耐 久 消 費 財 ） の 消 費 か ら 時 間 の 消 費 （ 教



育 ・ 文 化 活 動 、 旅 行 、 家 族 や 友 人 や 目 的 を 共 有 す る 人 た

ち と の 社 会 関 係 の 充 実 ） に 転 換 す る こ と で 、 消 費 社 会 を

超 え る よ う な 新 し い 共 同 性 を 作 り 出 そ う す る ビ ジ ョ ン で

あ り 、 時 間 主 権 の 発 想 と 重 な る と こ ろ を も っ て い る 。  

ベ イ シ ッ ク ・ イ ン カ ム は す べ て の 人 に 労 働 （ 雇 用 ） と

は 関 係 な く 無 条 件 で 一 定 額 の 生 活 費 を 保 障 す る と い う 考

え 方 で 、 雇 用 な き 成 長 に 悩 む ヨ ー ロ ッ パ に お け る 福 祉 国

家 の 再 編 を め ぐ る 議 論 の な か で ひ と つ の 軸 と な っ て い る 。

こ れ ら の 新 し い 発 想 は 残 念 な が ら ま だ 国 民 の 思 考 習 慣 と

な っ て 、 国 家 の 政 策 決 定 に 影 響 す る ま で に い た っ て い な

い 。  

 

ト ッ ド の 脱 経 済 主 義 的 思 考  

 

国 家 の 重 要 な 政 策 決 定 に 影 響 を あ た え て い る 脱 経 済 主

義 的 思 考 の 代 表 と し て 、フ ラ ン ス の 人 類 学 者 、人 口 学 者 、

エ マ ニ ュ エ ル ・ ト ッ ド の 著 作 と 発 言 が 注 目 さ れ て い る 。

ト ッ ド は １ ９ ７ ５ 年 の 著 作 『 最 後 の 転 落 』 に お い て 、 ソ

ビ エ ト 連 邦 の 崩 壊 を １ ９ ７ ０ 年 に 始 ま る 乳 児 死 亡 率 の 増

大 に 基 づ い て 予 言 し た こ と で 有 名 で あ る 。 ト ッ ド は ま た

２ ０ ０ ２ 年 刊 行 の 『 帝 国 以 後 』 の な か で 、 ア メ リ カ の 乳

児 死 亡 率 が 先 進 国 の な か で は 異 常 に 高 い と い う 事 実 に 基

づ い て 、 ア メ リ カ 社 会 の 衰 退 傾 向 を 予 言 し た 。 ト ッ ド に

よ れ ば 、 経 済 力 、 医 療 や 社 会 保 障 の レ ベ ル 、 親 の 子 供 へ

の 配 慮 の 程 度 な ど と 密 接 に 関 連 す る 指 標 で あ る 乳 児 死 亡

率 は 、 社 会 シ ス テ ム を 人 口 学 的 な 社 会 的 再 生 産 か ら 評 価

す る う え で 極 め て 重 要 な デ ー タ で あ る 。  

馬 場 真 一 郎 「 人 口 動 態 と 社 会 進 化 」（ ３ 月 2 7 日 開 催 の

第 1 4 回 進 化 経 済 学 会 大 会 で の 報 告 ） に よ れ ば 、 ト ッ ド

の 歴 史 的 人 口 学 は フ ラ ン ス に お け る 社 会 シ ス テ ム の 評 価

基 準 を 経 済 的 視 点 （ 個 人 主 義 的 経 済 的 厚 生 ） か ら 社 会 的

再 生 産 の 視 点 に 転 換 さ せ た 。 出 生 率 の 低 下 を 回 復 さ せ た

成 功 例 と し て し ば し ば 紹 介 さ れ る フ ラ ン ス の 手 厚 い 少 子

化 対 策 （ 対 Ｇ Ｄ Ｐ 費 で 比 べ る と 、 フ ラ ン ス は ２ ・ ８ ％ 、

日 本 は ０ ・ ６ ％ ） は 、 市 場 経 済 に 適 合 的 か 否 か の 視 点 で

は な く 、 人 口 学 的 な 社 会 的 再 生 産 （ 社 会 の 存 続 ） の 視 点

か ら 制 度 化 さ れ て い る の で あ る 。  

 

求 め ら れ る 新 し い 社 会 科 学  

 



最 近 支 給 さ れ た ば か り の 子 供 手 当 て を 含 む 日 本 の 少 子

化 対 策 は 経 済 主 義 的 思 考 に 縛 ら れ て い る よ う に 見 え る 。

ト ッ ド の 人 口 学 は 一 例 で あ る が 、 日 本 で も 政 府 の 政 策 決

定 に 影 響 を あ た え る よ う な 、 経 済 主 義 的 思 考 を 超 え る 社

会 評 価 基 準 と そ れ を 根 拠 づ け る 新 し い 社 会 科 学 が 求 め ら

れ て い る の で は な い だ ろ う か 。  

（ 関 西 大 学 教 授  若 森 章 孝 ）                  


